
消
防
団
と
は

　
消
防
団
は
、
消
防
署
と
共
に
火
災
や

災
害
へ
の
対
応
、
予
防
啓
発
活
動
な
ど

を
行
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
地
域

住
民
で
構
成
さ
れ
る
消
防
組
織
で
す
。

　
消
防
団
員
は
、
消
防
署
に
勤
務
す
る

消
防
職
員
と
は
異
な
り
、
火
災
や
大
規

模
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
際
に
、
自
宅

や
職
場
か
ら
災
害
現
場
へ
駆
け
付
け
、

消
火
活
動
や
救
助
活
動
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
防
災
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
強
い
使
命
感

の
下
、
地
域
の
安
心
と
安
全
を
守
る
と

い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
身
分
・
待
遇

　
消
防
団
員
は
、
非
常
勤
特
別
職
の
地

方
公
務
員
で
す
。
年
額
報
酬
や
出
動
し

た
際
の
手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
、
一
定

期
間
以
上
活
動
し
た
場
合
、
退
職
報
償

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
活
動
に
必
要
な
被
服
な
ど
が

貸
与
さ
れ
、
活
動
時
に
負
傷
し
た
際
は

公
務
災
害
と
し
て
補
償
さ
れ
ま
す
。

消
防
団
の
構
成

　
平
成
29
年
4
月
1
日
現
在
、
成
田
市

消
防
団
は
12
分
団
95
カ
部
で
構
成
さ
れ
、

1
、
4
4
1
人
の
団
員
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
消
防
団
の
装
備
に
は
、
水
槽
付

き
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
1
台
、
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
19
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
き
積
載
車
74
台
の
車
両
を
配
備
し
て

い
ま
す
。消

防
団
の
活
動

　
消
防
団
は
、
災
害
が
発
生
し
た
際
の

現
場
で
の
消
火
活
動
を
は
じ
め
、
震
災

時
の
人
命
救
助
や
避
難
誘
導
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
動
し
ま
す
。

　
災
害
が
発
生
し
て
い
な
い
時
で
も
、

火
災
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
火

災
予
防
の
広
報
活
動
な
ど
を
行
い
、
地

域
の
防
災
意
識
の
向
上
の
た
め
活
動
し

て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
通

り
で
す
。

災
害
活
動

◦
火
災
の
消
火
活
動
と
鎮
火
後
の
警
戒

◦
地
震
や
風
水
害
発
生
時
に
お
け
る
救

出
・
救
助
、
避
難
誘
導
、
災
害
防
御

な
ど

災
害
以
外
の
活
動

◦
地
域
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
の
啓
発
活
動

◦
定
期
的
な
警
戒
活
動

◦
消
火
訓
練
や
救
助
訓
練
な
ど

女
性
消
防
団
員
が
活
躍
中

　
平
成
29
年
4
月
1
日
に
、
消
防
団
女

性
部
が
新
た
に
発
足
し
、
地
域
防
災
力

の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
標
に
掲
げ
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
住
民
に
対
す
る
応
急
手
当
て
講
習
の

指
導
や
火
災
予
防
啓
発
活
動
へ
の
参
加

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

あ
な
た
の
力
を
消
防
団
に

　
消
防
団
員
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
、
定
数
に
達
せ
ず
欠
員
が
生
じ
て
い

る
状
況
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
本
市
に

限
ら
ず
全
国
的
に
見
て
も
全
く
同
様
の

こ
と
が
言
え
ま
す
。

火災の発生、河川の氾濫、崖崩れ…そのようなとき、
私たちの先頭に立ち、災害からまちを守ってくれる頼
もしい存在、それが「成田市消防団」。地域に密着した
消防団員の活動は、災害に強い安全なまちづくりの実
現に欠かせません。

規律正しい行進（消防出初め式）

守
り
た
い
ま
ち
が
あ
る 

守
り
た
い
人
が
い
る

成
田
市
消
防
団
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近
年
は
火
災
だ
け
で
な
く
、
台
風
や

集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
も
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
団
員
数
が
減
少
す
る

こ
と
で
、
地
域
防
災
力
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
成
田
市
消
防
団
に
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
18
歳
以
上
で
、
熱
意
の

あ
る
健
康
な
人
な
ら
誰
で
も
入
団
で
き

ま
す
。

　
職
業
や
学
業
の
傍
ら
、
消
防
団
員
と

し
て
活
動
す
る
の
は
大
変
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
や
り
が
い
は
十
分
に
あ
り
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
か
ら
地
域
を
守

る
た
め
に
は
、
あ
な
た
の
力
が
必
要
で

す
。
消
防
団
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
た

人
は
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
消
防
総
務
課（
☎
20
‐

1
5
9
0
）へ
。

堤防決壊の対処法の実践（水防演習）印旛郡内の消防団が訓練の成果を競う（印旛支部消防操法大会）

指導者役と受講者役になっての実習（応急手当普及員講習会）

4月 辞令交付式・消防団員研修会
　新任部長への辞令交付、新入団員への
研修会を行います。

5月 消防団夏季訓練
　部長・班長、新入団員を対象に規律訓
練を行います。

7月 印旛支部消防操法大会
　本市の代表として印旛郡内の消防団と
消防操法技術を競います。この大会の上
位2チームは県大会へ出場します。

10月 市消防操法大会
　消防操法技術の向上と団員の士気高揚
を目的に、各地区の消防団員が日々の訓
練で培った技術を競います。

11月 秋季火災予防週間
　消防車両による火災警戒活動や広報活
動を実施します。

12月 大規模災害初動対応訓練
　大規模な災害を想定した、消火・救助・
避難訓練などを市内全域で実施します。

2月 消防出初め式
　消防の新年の仕事始め式で、分列行進
や一斉放水などを実施します。また、消
防車両の試乗や消防団PRコーナーなど
市民の皆さんと触れ合う機会も設けてい
ます。

3月 春季火災予防週間
　消防車両による火災警戒活動や広報活
動を実施します。

岩本 慶子さん（並木町）

消防団女性部部長

　操法大会や消防出初め式を見る機会があり、消防団の活動に
興味を持っていて、募集があれば入団したいと思っていました。
女性消防団員は、火災などの現場というよりは、災害時に女性
ならではの優しさを持って避難者のケアなどの活動を行えるメ
リットがあるのではないか、と考えています。特に高齢者や子
どもに対しては、女性ならではの柔らかい対応が必要と思いま
す。また、救命講習会などを私たち女性消防団員が行うことで、
子どもや女性にも安心感を持って参加してもらえると思います。
1人でも多くの人が応急手当てをできるよう普及活動に取り組ん
でいきたいです。

消防団の主な行事

女性ならではのことを
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